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§１．研究成果の概要 

 
本研究は，ポスト・コロナ社会における合理的・創造的融合と総合知を駆使し，COVID-19 を契

機に中断した夜の文化芸術部門の経済的機能に注目し，基礎統計調査とハイブリッド式シンポジ

ウムにより学術的成果を社会へと発信することを目的とする。また，人文社会科学領域が，

AGENDA2030 やポスト・コロナ社会の形成に向けていかなる社会的責務を果たし得るのかを考え，

文化・創造経済の枠組みにおける文化芸術の更新と，それを可能とする制度設計・情報整理が必

要であるとの考えに至った。この点において伝統・革新の融合を可能とする文化・創造経済の制度

設計を行うドイツの文化政策は参照に値する 5）参照。 

初年度である 2021 年度は，プレ・コロナ社会で文化経済セクターとして認識されず，また実態理

解の不足していた公益性の高い民間文化セクターのなかで，COVID-19 で深刻な影響を受けた

夜間音楽経済に注目し，かつ上記の目的に到達するための基礎統計調査に係るオンラインのヒア

リング調査を 32 件（ライブハウス・クラブ・イベンター・DJ・アーティスト等の 42 名）に実施した。それ

に基づき作成したアンケート調査票は，筑波大学芸術系研究倫理委員会にて審査中である。 
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